
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

丹波学トーク 

『地震と丹波』 

＜シリーズ１＞ 

令和６年  

 

 

「関西の大地震を考える」 

講師：寒川
さんがわ

 旭
あきら

 さん（地震考古学者） 

 

 

１/２８（日）１３：３０～１５：３０ 

 

 
＜シリーズ２＞ 

令和６年  

 

 

「１８３０年文政京都地震による亀岡盆地および周辺の被害について」 

講師：大邑
おおむら

 潤三
じゅんぞう

 さん（東京大学地震研究所 助教） 

 

 

２/１０（土）１３：３０～１５：３０ 

 

 

１９２３年に起きた関東大震災から１００年を迎えました。近年、南海トラフ巨大地震の発生が懸念

される中で、私たちの住む丹波亀岡で過去に起きた大きな地震を検証しながら、今後起こり得る大き

な地震のメカニズムを知り、地震対する理解を深めましょう！！ 

主催・お問い合わせ先 

 公益財団法人生涯学習かめおか財団（年末年始 12/28～1/3、第４木曜日は休館日） 

 📞 ０７７１－２９－２７０１（９：００～１７：００） 📩 kikaku@galleria.or.jp 

  

 

★丹波学トーク コーディネーター 黒川 孝宏 さん（亀岡生涯学習市民大学学長） 

〔両日とも、講師の講演の後、コーディネーターの黒川さんとのディスカッションと会場の皆さまとの 

質疑応答によるディスカッションを行う予定です〕 

 

 
講 師 

 

寒川 旭 さん       大邑 潤三 さん        黒川 孝宏 さん 

（コーディネーター） 

 

 

会 場 
 

ガレリアかめおか ２階 大広間（亀岡市余部町宝久保１番地の１） 

 

 

参加料 無料 （定員：７０名程度） 

＊申し込みは不要としますので、当日会場へお越しください。 

 


